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ダ ンス動作の分析

その I 脚の前後振動運動

小川原

田川
春

典
恵

子

は じ め に

ダンスの基本運動の 1つに振動運動がある。振動運動というと連想するのが物理学的にいう
「振子運動」である。身体運動でいうならば，腕等を解緊して重力の方向に落下振動させる運
動であるが，そう考えると，振動運動はあたかも自然運動に思われがちである。しかしここで
注意しなければならないことは， 「・・・・・・振動練習は，関係している肢体をしてもっと自然的に
重力の影響下に働かせるというところに出発点を持つのであって……。振動運動は本来的な意
味において決して自然運動ではない。……振子運動は特にけいれんの除去を前提としているの
であって……人工的運動 (Kunstbewegung)である。 (1)」という，振動練習に関する指摘であ

る。換言するならば，筆者は，振動運動を自然な運動とするためには技術が必要なのではない
だろうかと考えるものである。すなわち，脚の前後振動運動に関してみると，支持脚の弾性を
用いて脚振動を行なう場合，振り脚が最低点を通過する際，支持脚に何らかの璽要な働きがあ
るのではないだろうかと疑問を抱いてきた。従って，ここでは脚の前後振動運動に関して，ス
ムーズな，自然な連続運動が行なわれるためには，まず運動形態学的にみてどのような特徴が
みられるのか，被験者にいくつかの課題を与え，そして比較・考察をしてみた。

考察点の設定

脚の前後振動運動を実施するにあたり，次の課題を設定した。

予備実験

被験者自身の考える自由な前後振動運動

第 1条件

支持脚を伸ばしたままの前後振動運動

第 2条件

支持脚のはずみをつけての前後振動運動

上体の保ち方については考慮しなかった。

実施の際， 2方向から撮影するため，施設の都合上バーの使用が不可能になり壁に手を
つけたままで行なった。なお，ほとんどの被験者が身体のバランスを保っために壁側に頼りが

ちであった。
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上記の課題の実施後，各被験者に対して，次の事項についての内省調査（アンケート）を行

なった。

調査内容

1．それぞれの課題について，やりにくかった点。

2. 第 2条件に関して，特に留意した点。

上記の実施をもとに，

1. 振動の大きさを比較するために最高点の角度および高さの比較。

2. 前，後ろ振りのコマ数の比較。 (00から 90°および最高点までの角度とコマ数の関係）

3. 振動の際，振り脚の横へのずれとそれに伴う脚の外転の比較。

の各点を考察点として設定した。

実験方法

被験者を次の 3つのタイプで選んだ。

Aタイプ

脚の解緊運動と振動運動の両方とも実施できない者 2名

Bタイプ

脚の解緊運動は実施できるが，振動連動は実施できない者 3名

Cタイプ

脚の解緊運動と振動運動の両方とも実施できる者 3名

前述の課題を実施してもらい，前，横 2方向から 16mmボレノクスカメラによる同時撮影

(32コマ／秒）をし記録した。

考察方法

記録したフィルムについて， 16mmエディターおよび解析機により比較・観察をし，キネグ

ラムを作成，比較，考察した。

資料については，予備実験．第 1条件．第2条件において， 7被験者中，紙面の都合上第 2

条件のA,B,Cのそれぞれのタイプより 1名を抽出，掲載した。

撮影したフィルムから，被験者の 3-4振中，一番大きい振りのものを選び， 3コマ毎に取

りだし，前・横からの局面図を作成した。

資料 1．第2条件のAタイプにおける aー前からと bー横からの局面図を作成した。

資料 2. 第2条件のBタイプにおける a―前からと bー横からの局面図を作成した。

資料 3．第2条件のCタイプにおける aー前からと bー横からの局面図を作成した。

資料 1,2, 3から表 I,II, mを作成した。

表IIからグラフ I,II, mを作成した。
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考察I 最高点の角度および高さの比較・考察

最高点の角度は床面に鉛直な軸脚をooとし， それぞれ
前，後ろに振りあげられた脚の角度を測定した。（図 I参

照）

また，高さは撮影時に準備した縮尺表によって換算して

得た値である。振りの最高点の角度および高さについては，

今後角度を(j,高さを hと置きかえて，比較して行くこと

にする。

図 l
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00 
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※小数点第 2位以下ぱ四捨五入。

...Vi角度における，△は高さにおける数値の大なるものに付した。

1. 第 1条件における各タイプの比較

前振りの場合， AとBの差は Bの方が0は22.8 °, hは31.5cm と大きい。 BとCではCの
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方が(}は 5, 〗いま 12.加m と大きぃが 9 その差は A と B の場合より小さくなつている 0 後ろ

振りは， AとBの差は(jが16.7 °, hが22.知かで＇ BとCの差は{}がふ3°, hが10.5⑰と＇

AとBとの差に比べて BとCの差は小さくなっている。（表 Iの第 1条件の平均値参照）

2. 第2条件における各タイプの比較

前振りの場合， AとBの差は f)が11.8 ° I hが10.2 cmで， BとCの差はf)が19.9°, hが

36.3 cmと， BとCにはかなりの差がみられる。 後ろ振りは， AとBとの差は(jが9°,hが4.2

cmで比較的その差は少ない。 BとCの差|ま(jが2.3°,hが 17.8 cmと 9 (}の差に比べて hの差

は大きい。（表 Iの第 2条件の平均値参照）

3. Aタイプの第 1条件・第2条件の比較

前振りでは(}には全＜差はな＜,いま 2託吟窮 2条件の方が大きい O 後ろ振りにおいても(}

は4.2°,hは16cm第2条件の方が大きくなっている。これは，大きい振動運動が行なわれた

といえよう。このことは実験するにあたり予想していたとおりであり，膝の弾みを使った方が

振動運動は大きくなるのではないか，ということが実証されたように思われる。

4. Bタイプの第 1条件・第 2条件の比較

前振りでは(}が 11°,hがl＆恥m,後ろ振りでは{}が 3・5〇’hが1.1cmと,ぃずれも第 1条

件の方が大きくなっている。この結果は予想に反したものであるが，これはいかなる理由であ

ろうか。

5. Cタイプの第 1条件・第2条件の比較

前振りでは0が3°,hが5cmと第 2条件の方が大きいが，後ろ振りでは(Jが4.5° と第 l条

件の方が大きい。 h は第 1 条件•第 2 条件とも同じ数である。この場合も，後ろ振りの(}が第

1条件の方が大きくなっているのはなぜであろうか。

以上のことから，次にそれぞれのタイプについて考察することとする。

Aタイプ

1では，他のタイプに比べ数値的にはかなり劣っているが， 3の結果でみられるように第

2条件で行なった場合，多少ではあるが数値上の差は少なくなっている。これは膝の弾みを使

った場合，容易に振り上げの反動が得られた結果ではないだろうか。 Aタイプが他のタイプに

比べて振動の大きさがかなり小さくなっている原因は，反動のつけ方に問題があったのではな

いだろうか。

Bタイプ

1では， Cタイプにかなり近い数を示している。つまり第 1条件で，かなりな程度の反動が

得られていたことがいえるであろう。しかし逆に，第 2条件である膝の弾みを使った場合は数

値的に減少している。ここで考えられることは，膝を伸ばして行なった方が踵が安定するため

であり，弾みを使うと支持脚がバランスを失い安定が保てなくなるので振り上げも小さくなっ

ているのではないだろうか。

Cタイプ

他のタイプと比較すると非常に大きい数値を示している。しかし，膝の弾みを使って行な

った場合に角度および高さの値が小さくなっていたのは，前述した Bタイプと同じ理由による

ものであろうか。
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考察II 前，後ろ振りのコマ数の比較

前，後ろ振りにおける，振り上げの 0°-90°未満， 90°ー最高点，振り下ろしの最高点未満

-90° I 90°未満ー ooの，それぞれの間に使われたコマ数の条件別比較（表1Iー(1)I (2)参照）

A K.M 
夕
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イ
プ 平均値
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夕 S.A 
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イ T.T 
プ
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表 II-（1) 第 1条件での前・後ろ振りに要したコマ数

即ヽ9 振 り 後 ろ 振 り 総
I'I  

0° : 90゚ ：1最未高満酎 90° 0° I 90° 1:最未高満点I90° 合 合l l I l I 1未満 l I l l未満 合

90° I I l ol o 計 90° I I l I ol o 計未満最高則 goo: 未満最高点I90° : 計
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I 0 
I I I 
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| l I I I I ， I 7 I | 6 I 9 31 12 : 0 ! 0 : 10 22 53 ， I I I 7 I 

: 5.7 : 8.3 30 9.3 I 2.7 I 2.7 I 9.7 
I I I 

24.3 54.3 

※ 小数点第 2位以下は四捨五入

表 II-（2) 第 2条件での前・後ろ振りに要したコマ数

即‘’ 振 り 後 ろ 振 り 総

oo l ; 90° I 1丁にヨ吉誓'I goo 
合
0° : 90゚ ：最高糾 goo

ム口 l ム口l I I I未満 l I l I未満 I未満
goo I l I l I l 
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I O : 11 24 54 I ， 

8.3 I 7.7 I 5.7 I l ， 30.7 10.7: 2.1 : 2.3 I 9.7 25.3 56 
※ 小数点第2位以下は四捨五入
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表rr-(1),(2)より次のグラフを作成した。

グラフ I,II, illは各タイプの前および後ろ振りの総合計コマ数を 100%として，それぞれ

0°-90°未満， gooー最高点，最高点未満ー goo'goo未満ー 00にどれだけのコマ数を使って

いるかを全体からの割

合でだしたものである。グラフ l A タイプ

1. 
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Aタイプにおけ

る第 1条件・第2

条件の比較（グラ

フ I参照）

前振り，後ろ振りと

も第 1条件，第 2条件

の差はあまりみられな

い。また，前，後ろの

いずれも 90°以上のコ

マ数の割合が低い。特

に後ろではその割合が

0％である。
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Bタイプにおけ

る第 1条件・第 2

条件の比較（グラ

フ1I参照）

後ろ振りでは，それ

ほど差はみられないが，

前振りでは第 1条件の

方が， goo以上のコマ

数の割合が多くなって

いる。また，第 1条件

の前振りと後ろ振りで

は， goo以上のコマ数

の割合が， 10-11% 

から 3.5%と低くなっ

ている。

Cタイプにおけ

る第 1条件・第 2

条件の比較（グラ

フIII参照）

前振り，後ろ振りと

3. 

もにほとんど差はみら
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100 

グラフ DI C タイプ

00 前振 り

—ー一ーは第 1 条件

一ーーーは第2条件

後ろ振り

戸

10¥ ヽ
I ¥_J' 

OL- I 

」0"。 9人?0、° 最高 90° 証0° 9五0゚ 最 90° 

未° 未点 未満↓。 未 高 高未点 未『e
満 9亨0° 満点 9門0° 

れない。また，前の振

り上げ (900ー最高点）

と，後ろの振り上げ

(90° ー最高点）のコ

マ数の割合は，第 1条

件では13％から 5%' 

第2条件では14％から

5％と，後ろの方が低

くなっている。

これらのことから総

合してみると， A,B,

Cのいずれのタイプの

場合も第 1 条件•第 2

条件とも，前振りに比

べて，後ろ振りの 90°

以上にみられるコマ数

の割合が少なくなって

いる。

以上のことから，コマ数の割合の多少についていえば，

1．脚の振動運動の遅速

2. 間合い

に関係するということが推測されるのではないか。

考察皿 振り脚の横へのずれとそれに伴う脚の外転の比較・考察

振動運動の理想は振子運動であろう。従って，振動運動は水乎面からの鉛直な平面上で行な

われることが，より大切ではないだろうかと考える。すなわち，軸脚に対して，振り脚が鉛直

面からずれないで振り上げられることが望ましい。そこで，振動の際のずれについて考察して

みた。（表m参照）計測法は図JIに示すとおりである。

＂ずれ’'は各タイプ，各条件に関係なく表われている。本来，

初心者から上級者に行くに従って小さいと思われたが，相対的

}こみて大きくなっていた。ここで気づくことは，大まかにいっ

て，ずれの大きい人は振動の際に振り脚を外転させていること

である。 BタイプーY.Uを見ると，第 1条件では脚を外転させ

ているが第 2条件では外転させていない。その際のずれは，

26.5cmから 4.4cm と大きく減少している。また， Cタイプー

T.Tは，司タイプの 2人に比して，ずれがはるかに小さい。両

者の違いは，脚を外転させているか否かである。このことから，

ずれと外転とは＂密接な関係’'があると思われる。（図 rn,N 

‘’ 
即

図 Il
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表 rn

¥ 口：へ第：立；；条；牛考二：口:/＿考＿
A I K.M 112.0 I後ろに振り 1 : 15.0 

後ろから振 I

タ I I上げる ！ り下ろす 1 

| 

イ 1 i後ろに振り 1 プ!S.N I 20. 5 
後ろに振り 1

1 上げる
外転している i20.5 

上げる
I外転している

！ 

後ろから振：

B i 
Y.U I 26.5 外転している 1 4.4 後ろの最高

り下ろす 1 点

夕 前9ゞ に振り上
ィ
S.A 20.5 

プ

ける

C.T 20.5 
後ろから振
り下ろした

C 
T.E 29.5 後ろから振

夕

り下ろす

イ
Y.H 12.0 後ろから振

プ

りおろした

T.T 6.0 前から振り
下ろす

外転している

外転している

外転している：

I 

外転している

20.5 後ろから振 I
り下ろす

1 外転している

42.0 I 
後ろの最高
，占
, Iヽヽヽ

29.5 ! 
1 後ろから振
り下ろす

29.5 ! 
後ろから振
り下ろす

9.0 I 
後ろから振
り下ろす

I 

※ 最大のずれ巾とその位置

外転している

外転している

外転している

ずれと外転 ずれの小さい者

前~ 
図皿

横

ずれと外転 ずれの大きい者

・ヽ
即 横

図w

参照）

そこで＂ずれ’'の大きい Bタイプー C.T,

Cタイプー T.E,Cタイプー Y.Hについてみ

ると（表rn参照），この 3被験者に共通なこ
とは，いずれもダンス・新体操でかなりの経

験歴があることである。 (C.Tはダンス歴 6

年， T.Eは新体操歴7年， Y.Hは新体操歴11

年）一般的にダンスや新体操等では脚を後ろ

に上げる場合，脚を外側に向ける訓練をして

いる。恐らく，クラシック・バレエの脚を長

く，まっすぐに見せるための技法の転用であ

ろう。前記 3被験者に共通して，大きな＂ず

れ’'がみられたということは，この脚を長く，

まっすぐに見せる訓練の結果がでたのであろ

う。そして，そのために前後振動が鉛直から

ずれたのであろうと考えられる。脚の前後振

動運動の際は，できるだけこの＂ずれ”の少

ない外転が一つの技術として重要なことであ

ろうと思われる。
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結果

以上の結果，次の考察ができよう。

Aタイプは，角度や高さ，それに goo以上に使われているコマ数等，すべてに関して他のタ

イプよりかなり劣っている。これは前述のように，振動運動の振りの反動が得られなかったこ

とがその理由であろう。

Bタイプは，すべての考察に関してCタイプに近い結果がでているが，このタイプの特徴は，

支持脚の膝の弾みを使った場合，膝を伸ばして行なった場合よりも角度および高さが小さく

なっていることである。予備実験で，自分の思う振動運動を自由に実施してもらったところ，

BタイプのY.U,S.Aの2人だけが膝を伸ばして行なった。ということは，この 2人の被験者

は，膝を伸ばした振動運動の方がやり易かったのであろう。つまり，安定が保てるということ

を意識していたためであろう。これに関して，実験後のアンケートにおいて， BタイプのS.A

が第 2条件の際に， 「支持脚と振り脚のバランスがとれず非常にやりにくい。」と記してい

た点からも推測できる。

Cタイプは，角度および高さに関して，第 2条件の膝の弾みを使った振動運動が，膝を伸ば

して行なった場合よりも数値的に小さくなっている。この疑問に対して，アンケートが有力

な回答を与えていた。それによると，第1条件のやりにくい点として， CタイプのT.Eは「支

持脚がつっぱったままだから，振る脚を持ち上げるようでやりにくい。」また， Y．Hは「支持

脚での振りのきっかけがないので，特に後ろから前に振る時，振る脚に力が入る。」と記して

いる。つまり，第 1条件においては両者とも振動運動というより，力で持ち上げる振り上げ運

動に近くなっていたのであろう。そして，弾性を使うことによって，振動のための反動が得ら

れたのである。以上のことから，自然な振動運動を行なうためには，支持脚の弾性が非常に有

効であることがいえるであろう。

お わ り に

この実験に際して，被験者を分ける段階で振動運動とともに解緊運動を基準として， 3つ

のタイプに分類したが，この解緊運動に関しては，筆者の印象分析のみで決定した。

それぞれのタイプは，一般的にいう初心者，中級者，上級者という分け方にあてはまる。従

って，以上の分析による各タイプ（特にA,Bタイプ）の問題点は，一般的な初心者，中級者

が，それぞれ上の段階へ到達するために注意すべき点が多少なりとも見いだされた。

まず，初心者は大きな振動を得るために反動を得る方法を学ばなければならない。

振動運動の前提は，正しい鉛直面上での自然な動きではあるが，ある程度の大きさは最低限

要求されてしかるべきであろう。そのためには，柔軟性の訓練も必要であろう。

次に，中級者は反動を正しく，有効に活用するための体の安定性について学ばなければなら

ないであろうし，特に，弾性の利用という高度な技術を用いるにあたっては，支持脚の安定性

の訓練が必要であろうと思われる。

この小論の結果がよりよい振動運動の習得，指導の一助となれば幸いである。
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今回は脚の前後振動運動の研究を行なったが，この結果をもとに，次回は脚の前横振動運動

について追究してみたいと思う。
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